
●   ISO9001：2015　Effective Date 2025/12/10
●   ISO14001：2015　Effective Date 2025/12/10
●   ISO45001：2018　Effective Date 2024/3/21

●   ISO19650※：2018　Effective Date 2025/11/24

社名 三建設備工業株式会社
英文名 SANKEN SETSUBI KOGYO CO., LTD.　 

本社所在地 東京都中央区日本橋箱崎町19-21　MSH日本橋箱崎ビル4階
電話 03-6280-2561

資本金 10億円
社員数 技術系949名（男性841名、女性108名）　事務系367名（男性230名、女性137名）　
社員総数 1,316名
売上高 1,142億円（2026年3月期）
代表取締役社長 松井栄一
建設業許可番号 国土交通大臣許可（特 -4）第1879号
建設業許可種 管工事業・建築工事業・電気工事業　他
一級建築士事務所 東京都知事登録 第61948号
ZEBプランナー登録       一般（社）環境共創イニシアチブZEB29P-00006-PGC（設計・コンサル）

主要技術資格保有者数 技術士 12名

1級管工事施工管理技士 756名

消防設備士（甲・乙） 甲 554名　乙 25名

1級電気施工管理技士 42名

第一種電気工事士 2名

1級建築士 23名

1級建築施工管理技士 6名

エネルギー管理士 43名

建築設備士 130名

1級計装士 176名

空衛学会設備士 283名

建築設備検査資格者 7名

CASBEE建築評価員 4名

RSTトレーナー 13名

建設業経理士1級 7名

博士 8名

●   一般（社）日本空調衛生工事業協会
●   公益（社）空気調和・衛生工学会
●   一般（社）建築設備技術者協会
●   一般（社）日本計装工業会　
●   一般（社）日本建築設備診断機構
●   公益（社）腐食防食学会　

●   一般（財）省エネルギーセンター
●   世界省エネルギー等ビジネス推進協議会
●   一般（社）アルミ配管設備工業会
●   公益（社）日本ファシリティマネジメント協会　
●   公益（社）日本空気清浄協会　
●   一般（社）buildingSMARTJapan

　当社は、国連が提唱する「国連グローバル・コンパクト」に署名し、参加企業として登録されています。同時に、日本のロー

カルネットワークである「グローバル・コンパクト・ジャパン」にも加入しています。人権・環境・労働・腐敗防止の4分野に関

わる10原則に賛同し、トップ自らのコミットメントのもと、サステナビリティへの対応力を強化し継続的な取組みを進めています。

森川 浩二 
（CE推進センター担当 
兼 経営統括本部MS内部監査室長  
兼 コンプライアンス推進担当）

柴田 稔 
（九州支店長）

豊島 英明 
（九州支店副支店長）

勝田 博道 
（中国支店長）

新庄 康司 
（技術統括本部 
グローバル事業推進部長）

重野 佳宏 
（技術統括本部副本部長 
兼 電気計装部長）

小柳 雄司 
（DX推進本部長）

廣瀬 彰信 
（北日本支社長）

常務執行役員 執行役員 担当執行役員

沖浦 孝男
（経営戦略室担当 
兼 CSR推進担当）

永田 博巳 
（大阪支店長）

中村 成利 
（経営戦略室長）

井上 勝磨 
（東京支社長）

上席執行役員

小島 直樹 
（東関東支店長）

吉嶋 克彦 
（東北支店長）

山田 昇平 
（北関東支店長）

勝山 修 
（営業統括本部副本部長  
兼 営業部長）

大野 剛広 
（営業担当）

神田 雅章 
（技術統括本部副本部長 
兼 エンジニアリング部長 
兼 工務部長）

常勤監査役

西田 誠

監査役※

馬塲 杉夫

監査役※

横溝 正子

常勤監査役・監査役

横溝法律事務所
弁護士

専修大学大学院
経営学研究科長 学長

松井 栄一

代表取締役社長・社長執行役員
（コンプライアンス推進統括）

後藤 逸文

取締役・専務執行役員
（営業統括本部長
兼 西日本統括 兼 西日本事業部長）

取締役

佐藤 朋巳

取締役・常務執行役員
（経営統括本部長）

赤瀬 宏司

代表取締役専務・専務執行役員
（東日本統括 兼 経営戦略室統括）

会社概要　2026年3月31日現在

主な業界団体加盟状況

国連グローバル・コンパクト（UNGC）への署名

ISO認証

役員一覧　2026年6月26日現在

中根 且統

取締役・常務執行役員
（技術統括本部長兼安全統括兼エンジニアリング担当）

※会社法第2条第16号に定める社外監査役
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組織図 事業所一覧
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北海道支店

東北支店

北日本支社

北関東支店

東関東支店

関東支社

東京支社

DX推進部
DX情報企画部

DX推進本部

東北支店●
●青森営業所 

●岩手営業所  

●山形営業所 

●福島営業所

北海道支店●
●釧路営業所 

●函館出張所 

●旭川出張所 

●帯広出張所 

●北見出張所

名古屋支店●
●北陸営業所 

●岐阜営業所 

●静岡営業所 

●九州支店
●長崎営業所 

●大分営業所 

●宮崎営業所 

●沖縄営業所

北日本支社

関東支社
●北関東支店
●新潟営業所 

●宇都宮出張所

●東関東支店
●茨城営業所

●大阪支店
●京滋営業所 

●神戸営業所 

●四国営業所 

三建エンジニアリングサービス（株）

北海道三建エンジニアリング（株）

東北三建SE（株）

西日本三建サービス（株）

ウイトコインダストリー（株）

SANKEN SCUBE CO., LTD.〈ベトナム〉

Global Environmental
Technologies Inc. 〈アメリカ〉

グループ会社

バンコク駐在員事務所〈タイ〉

ジャカルタ駐在員事務所〈インドネシア〉

海外事業所 

●西日本事業部●中国支店
●岡山営業所 

●山口営業所

●本社
●つくばみらい技術センター

●さいたま技術センター

●横浜事業所 

●多摩営業所 

●山梨営業所 

●長野営業所 

●諏訪出張所

●東京支社

経
営
戦
略
室
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業績の推移

貸借対照表

損益計算書

（2026年3月31日 現在）

（2025年4月1日から2026年3月31日まで）

 （単位 :千円）

資産の部 負債の部

流動資産 81,580,944 流動負債 44,588,338

固定負債 4,739,637

   負債合計 49,327,975

純資産の部

固定資産 13,649,829 株主資本 44,095,062

　有形固定資産 1,312,448 　資本金 1,000,000

　無形固定資産 312,133 　利益剰余金 43,095,062

　投資その他の資産 12,025,247 　　利益準備金 250,000

　　その他利益剰余金 42,845,062

評価・換算差額等 1,807,735

純資産合計 45,902,798

 資産合計 95,230,773 負債純資産合計 95,230,773

 （単位 :千円）

完成工事高 114,204,036

完成工事原価 87,382,297

　完成工事総利益 26,821,738

販売費及び一般管理費 9,709,645

　営業利益 17,112,093

　　営業外収益 7,362,903

　　営業外費用 16,429

　経常利益 24,458,566

　　特別利益 11,599

　　特別損失 44,337

　税引前当期純利益 24,425,828

　　法人税、住民税及び事業税 7,129,969

　　法人税等調整額 23,243

　当期純利益 17,272,615
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　岡本先生、今回も貴重なご意見と温かいお言葉をいただき、心より

感謝申し上げます。

　AI技術をはじめ、あらゆるものが驚くほどのスピードで進化する今、

私たちが取り組むべきことは山のようにあり、このコーポレートレポー

トにはとても掲載しきれないほどの活動があります。その中で、今回は

「いかにコンパクトにまとめ、皆さまにありのままの当社の姿を分かり

やすくお伝えできるか」を第一に考えて編集してまいりました。その結果、

レポートの完成度をお褒めいただいたことは、編集担当者はもちろん、

社員一同にとって大きな励みになります。

　現在、社長方針のもとで進めている各プロジェクトは、それぞれの

役割とつながりがはっきりと見えてきました。そのおかげで、本社と支店、

そして支店同士の距離もぐっと縮まり、全社が一つのチームとして力

強く動き始めたことを肌で感じています。変化の激しい時代だからこそ、

立ち止まることなく、社員一人ひとりが自分で考え、動き続けることこ

そが、会社の進化につながると信じています。各部門が手を取り合う

ことで、「三建ツリー」をさらに太く、豊かな木へと育てていけるはず

です。

　この「三建ツリー」の成長をさらに確かなものにするため、今年度

から「経営戦略室」が新しく発足しました。ここでは、経営企画、人

材開発、採用、広報、教育を一つにまとめ、事業と人材の計画を一

体となって進めてまいります。私たちの最大の強みである「人がいい。

だから仕事もいい。」という企業風土を大切にしながら、会社の魅力を

積極的に発信し、人と組織の力をさらに伸ばしていきたいと考えています。

　また、岡本先生からご指摘いただいた「ネガティブな側面の開示（価

値の毀損プロセス）」については、本当にその通りだと深く受け止めて

います。事業を進める中では必ず困難やマイナス面が存在します。し

かし、そうした壁から目を背けず、正面から向き合って乗り越えていく

道のりにこそ、三建設備工業の現在、そして未来があると考えています。

　今後は、そうした部分をどのような形で皆さまにお伝えしていくか、

各部門としっかりと話し合ってまいります。いただいたアドバイスを大

切にしながら、より透明性が高く、皆さまに信頼され、愛されるコーポレー

トレポートへと育ててまいります。

　今後とも、変わらぬご指導と応援をよろしくお願いいたします。

意見を受けて

各部門が手を取り合い、
「三建ツリー」を
さらに太く、豊かに

代表取締役専務  専務執行役員
赤瀬 宏司

第三者意見

創業100周年に向けてさらに深化していくことを期待

プロフィール
　企業と社会フォーラム学会理事、公認会計士試験経営

学試験委員、中外製薬CSRアドバイザリーコミッティ委

員などを歴任。専門は計量経営学・企業評価論。主著に

『CSRと社会的責任は違う！』（千倉書房、2018）など。

滋賀大学経済学部特任教授
博士（商学）、
慶應義塾大学名誉教授

岡本 大輔氏

　「空気と水の環境創造企業」を標榜する三建設備工業が

コーポレートレポート第5弾を作成しました。初年度からこ

のコーナーを担当している筆者は、当初登場していなかった

「価値創造プロセスのモデル」、情報量は減らさずともペー

ジ数を節約するためのリンクを活用した「エントリーポイン

トとしての統合報告書」等をお願いしてきましたが、それら

が見事にまとまった今年度のレポートの完成をとても嬉しく

思っています。

　冒頭の松井社長のメッセージ（p.6-9　　）では「サブコン」

からの脱却、元受けとしての民間工事、設計・施工で参画

する民間改修工事、プロジェクト全体を計画から施工、メ

ンテナンスまでトータルでマネジメントとする「設備ゼネコン」

への進化が語られます。創業80周年の今年から創業100周

年へ向けてのメッセージは今年度レポートの大きな特徴と

言えましょう。戦略の基本として経営トップが未来を見据え

て方向付ける「意図された戦略」に加え、日々の現場の試

行錯誤から徐々に形作られる「創発的戦略」の双方が意識

され、創業100周年を見据えてのバックキャスティングと大

きく変化する環境に対処するためのボトムアップの力の融

合が力強く宣言されています。通常の経営計画・経営戦略

ではトップの「意図された戦略」がメインですが、経営学

者の泰斗と言われるヘンリー・ミンツバーグ教授の提唱する

「創発的戦略」の考え方を取り入れる松井社長のメッセー

ジには、現場を大切にする考え方が色濃く感じられます。

　毎回更新されている三建の価値創造プロセスのモデル

（p.10-11　　）が今年も進化しています。編集方針にも

あるように、インプット→事業活動→アウトプット→アウト

カムの流れがとても良く、判り易い説明です。アウトプット

とアウトカムが、昨年リニューアルされた3つのマテリアリティ

で纏められ、さらにそれらが、創業100周年を見据えた持

続可能な企業体へつながり、好循環する図になっています。

　三建チャレンジストーリー（p.14-17　　）では三建が

長年取り組んできた現場ファーストの「働き方改革」が進み、

「働きがい改革」へと進んでいく展望が説明されます。ア

ンケート調査によると、当初は約半数の社員が時間外労働

削減に悲観的でしたが、働き方改革により見事に実現。現

場ファーストの考え方がいかにうまく回ってきたのかがよく

判り、松井社長の創発的戦略を具体化したストーリーとなっ

ています。理想的な “ありたい姿”と “現実／現状”のギャッ

プを埋める「カエル会議」、若手からもボトムアップで自由

に意見を出しやすい「JAMボード」、“無駄な業務をやめる”

をテーマに社員よりアイデアを募ってコンテストを実施する「や

め活グランプリ」など、独自の取り組みの様子がよく判ります。

多くの社員が「働き方」の変化を実感し、2025年度以降は

「働きがい改革」へと進む展望が示され、改革がハードか

らソフト、量から質へと進展していることが伺えます。

　このように三建設備工業コーポレートレポート第5弾は非

常によくできた統合報告書として進化してきているので、も

う十分とも言えますが、敢えてその先を探るのであれば価

値創造プロセスのモデルを最新の基準に沿って深化させて

いくことも考えられます。価値創造プロセスのオクトパスダ

イヤグラムは IIRC（国際統合報告評議会）が2013年に発

表した「国際統合報告フレームワーク」で提唱されたもの

ですが、その後、2021年に大きな改訂版が発表されてい

ます。いくつかある変更点のうち、三建モデルに組み込ま

れていないのは「価値創造プロセス」が「価値の創造・保

全・毀損プロセス」に変化している点です。実際の事業活

動から生み出されるアウトプット／アウトカムにはポジティ

ブなものだけでなくネガティブなものも含まれているはずだ、

という考え方です。それに従えば、ネガティブな側面も隠

さず明記する方が真摯であろう、ということになります。

　ただ、これらの考え方・モデルはあくまでも一例であって、

業界によって、企業によって、それぞれの状況に応じたモ

デルが存在するはず、ということもよく言われています。そ

のような意味では唯一の正解は存在しません。ただ報告書

にそれほど大々的に書く必要はありませんが、すこしでもデ

メリット／マイナス面の記載があるとそれだけ説得力が増し、

信頼できるレポートになるのではないでしょうか。三建設

備工業コーポレートレポートが創業100周年に向けて、さ

らに深化していくことを楽しみにしています。
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